
 

 

積算 

（別工事をまとめる） 

工事を１つにまとめる（合算工事） 

設計書取込で別々に取り込んだ（間接費項目も含む） 

工事を 1つにまとめる方法を説明します。 

 

１． 工事を複写する   

工事を 1つにまとめると、まとめる前の状態に 

戻すことができませんので、念のため設計書を 

複写してください。 

 

「設計書一覧」画面で複写したい工事を右クリックし、 

メニューの［複写］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 



２． 間接費削除   

設計書取込の場合、設計書を 1つにまとめるには、間接費の行を削除する必要があります。 

本工事と付帯工事がある場合、先に本工事での作業を行います。 

 

経費計算まで行っている場合は、メニューバーの［経費(C)］-［間接費削除(D)］をクリッ

クします。 

 

 

削除する間接費を選択します。 

選択後、［間接費を削除］をクリックします。 

 

設計書取込の場合は、この操作を行っても、共通仮設費の積上げ分は削除されません。 

 

 



【共通仮設費積み上げ分がある場合】 

共通仮設費積上げ分のフォルダの中に積上げた表を移動します。 

例として運搬費の積上げを移動します 。 

※積上げ項目ごとに操作が必要です。 

 

1. 運搬費の内訳をすべて選択します。 

積上げが始まる行をクリックし、［Shift］キーを押しながら積上げの 1番下の行を 

クリックすると一括で選択可能です。 

 

選択した行を右クリックし、メニューの［切り取り］をクリックします。 

 

2.［上へ］で本工事費内訳書の画面に戻ります。 

直接工事費の最後の行を右クリックし、メニューの［貼り付け］を選択し、 

運搬費の内訳を貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3.間接費の行をすべて削除します。 

間接費行を全て選択し、右クリックメニューの[削除]をクリックします。 

［Shift］キーを押しながら、間接費行のはじめと、終わりをクリックすると、 

一括で選択可能です。 

 

３． 間接費作成   

      をクリックし、「間接費の選択」画面が表示されます。 

 

該当の経費区分を選択し、画面右下の［ＯＫ］をクリックします。 

 



４． 共通仮設費の積上げ分の移動   

手順 2で貼り付けた、運搬費を、再作成した運搬費のフォルダに戻します。 

運搬費をすべて選択し、右クリックメニューの［切り取り］を選択します。 

 

再作成した共通仮設費の項目の内訳書の中で、 

右クリックメニューの［貼り付け］を選択します。 

 

本工事の作業は一旦終了です。 



次に付帯工事での作業です。 

【共通仮設費積み上げ分がある場合】 

共通仮設費積上げ分のフォルダの中に積上げた表を移動します。 

例として、運搬費の積上げを移動します 。 

※積上げ項目ごとに操作が必要です。 

 

1. 運搬費の内訳をすべて選択します。 

積上げが始まる行をクリックし、［Shift］キーを押しながら積上げの 1番下の行を 

クリックすると一括で選択可能です。 

 

選択した行を右クリックし、メニューの［切り取り］を選択します。 

 

2.［上へ］で「本工事費内訳書」画面に戻ります。 

直接工事費の最後の行を右クリックし、メニューの［貼り付け］を選択し、 

貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



５． 内訳表にまとめる   

1.直接工事費を全て選択し、右クリックメニューの[表作成]－[内訳書にまとめる(1)]を 

クリックします。 

［Shift］キーを押しながら、直接工事費行のはじめと、終わりをクリックすると、 

一括で選択可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



６． 工事をまとめる   

手順 2の工事（本工事）を開きます。 

 

挿入位置を     にクリックします。 

 

 

 

 

間接費の一番下の行を選択し、    をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 



①工事一覧ツリー（緑）から、付帯工事をクリックし、②ツリー（青）から 

内訳書にまとめた付帯工事にチェックを付けます。 

 

       をクリックします。 

 

 

 

［ＯＫ］をクリックします。 

 

移動元の工事と移動先の工事で歩掛年度が異なる場合、計上後に歩掛を再実行する必要が

あります。 

 

 

 

 

① ② 



７． 表の展開   

 

挿入した内訳書を右クリックし、メニューの［表の展開］をクリックします。 

 

 

 

 

［換算しない］をクリックします。 

 

 



８． 間接費の作成   

 

      をクリックし、「間接費の選択」画面が表示されます。 

 

該当の経費区分を選択し、画面右下の［ＯＫ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９． 間接費の積上げ分の移動   

付帯工事の共通仮設費の項目を、作成した間接費のフォルダに移動します。 

例として運搬費の積上げを行います 。 

※積上げ項目ごとに操作が必要です。 

 

1. 直接工事費にある運搬費を選択し、 

右クリックメニューの［切り取り］をクリックします。 

 

2.次に運搬費のフォルダを開き、右クリックメニューの［貼り付け］をクリックします。 

 



１０． 経費計算   

 

    をクリックします。 

 

 設定を確認し、［ＯＫ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



設計書に記載されている条件を選択します。 

経費の条件選択を行い、合算経費計算を行います。 

①の「合算経費全体」の条件を変更すると各設計書の条件も連動します。 

各設計書ごとに、個別に設定することもできますが、その場合も、 

①の「合算経費全体」の条件も選択を行って下さい。 

 

条件設定完了後、［合算経費計算を行う］より経費算出を行います。 

算出結果の画面にて「この経費に決定」をクリックすると、合算経費計算結果が 

本工事内訳書に書き込まれます。 

 

 

 

経費計算の金額を確認し、［この経費に決定］を選択します。 

 



［はい］をクリックします。 

 

 

経費計算後に本工事費内訳書の工事価格や共通仮設費の積上げ分に金額が入っていること

を確認します。 

 


